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　平成３０年５月２５日（金）、浜田商工会議所において

「浜田事業承継サポート窓口　開設式」が浜田市主催のも

と開催されました。

　開設式には、浜田市久保田章市市長、浜田事業承継サ

ポート窓口設置者である浜田商工会議所櫨山陽介会頭、

同じく石央商工会槇岡正明会長はじめ、取り組みに参画

した自治体や金融機関関係者の方々が出席されました。

　開設式の中で、櫨山会頭は「後継者不在を理由にした

廃業を減らしたい」と話し、槇岡会長は「事業承継した

後も経営が成りたつようにしなければならない」とあい

さつされました。

　当所といたしましても、浜田市でも深刻な問題である

後継者不足を解消できるよう、また、後継者問題に悩ま

されている事業所をサポートできるよう尽力いたします。

　浜田事業承継サポート窓口のご案内を４ページに掲載

していますので、ご確認ください。

浜田商工会議所会頭（左）、浜田市長（中央）、石央商工会会長（右）による看板設置のセレモニー

１Ｐ　浜田事業承継サポート窓口開設

２Ｐ　会議所月報・新入会員紹介

　　　　・福祉制度ＣＰ

３Ｐ　放送大学１０月生募集・マル経

４Ｐ　浜田事業承継サポート窓口開設案内

　５Ｐ　青年部レポート

　６Ｐ　景況レポート　

　７Ｐ　浜田の石見神楽検定試験案内

　８Ｐ　人材開発支援助成金案内
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会議所月報（５月８日～６月１１日）
 第２１１回常議員会の報告　（５月８日開催 )

協議事項
１．会議所会員加入承諾について　    
　　[3 月末会員数 ] 　1,185　[4 月末会員数 ]　1,178     
　    [ 平成 30 年 4 月 1 日現在商工業者数 ]　2,290
　　[ 組織率 ]   51.44％
    　加入事業所数 ： 4　　退会事業所数 ：11
２．その他　    
　　『ＢＷＣキャンペーンについて』
　　　説明：アクサ生命保険株式会社

　　　　　　山陰支社長　　六反田　強　氏

事業説明
１．浜田市水道料金の改訂について
　　　説明：浜田市上下水道部

　　　　　　部　　長　　　　河野　正雄　氏
　　　　　　管理課長　　　　藤村　正浩　氏

料金係長　　　　大谷　　忍　氏

５月   ９日（水）　浜田の五地想ものがたり推進協議会総会
５月１０日（木）　浜田・益田高規格道路建設促進期成同盟会
５月１１日（金）     三隅発電所地域経済対策協議会専門委員会
５月１５日（火）　ユーザ協会島根支部理事会
５月１６日（水）　全国商工会議所専務理事会
５月１６日（水）　浜田・江津地区雇用推進協議会総会
５月１７日（木）　浜田市水産業振興会協会総会
５月１７日（木）　浜田卸商業協同組合総会
５月２１日（月）　新規学卒者の求人についての要望
５月２２日（火）　三隅発電所地域経済対策協議会総会
５月２２日（火）　（一社）島根県西部勤労者共済会評議員会

５月２３日（水）　石央商工会総会
５月２３日（水）　（一社）浜田植物検疫協会総会
５月２４日（木）　全国労働保険事務組合連合会島根支部総会
５月２５日（金）　ひろしまはまだ会総会
５月２５日（金）　事業承継サポート窓口開設セレモニー
５月２７日（日）　浜田市・松阪市有効の会総会
５月２８日（月）　浜田市交通安全対策協議会総会
５月２９日（火）　浜田市と邑南町との観光・文化交流協議会
５月３０日（水）　石見観光振興協議会総会
５月３１日（木）　NEXCO 要望
６月   １日（金）　島根経済同友会石央支部総会

 会議所の動き

「 商 工 会 議 所 福 祉 共 済 制 度 キ ャ ン ペ ー ン 」 の お 知 ら せ

・ ・ ・ アクサ生命保険株式会社とともに各種制度をご案内します！ ・ ・ ・

「商工会議所福祉共済制度キャンペーン」を実施！

　このキャンペーンは、全国の商工会議所が福祉共済制度の一層の充実を目指して組織しています「ベストウイズ
クラブ」の統一キャンペーンであり、会員事業所の皆様に広く知っていただき、皆様の福利厚生の充実、経営基盤
の強化に役立てていただきたいという主旨によるものです。
　本商工会議所職員及びアクサ生命保険株式会社の共済制度推進員がお伺いしました際には、是非ご協力いただき
ますよう、お願い申し上げます。

>>> 期間 ： 平成３０年４月１６日 （月） ～ ６月２９日 （金）

【お問い合わせ先】
　　浜田商工会議所　総務課　TEL：0855-22-3025　FAX：0855-22-5400

詳しくは、下記までお問い合わせください。

新入会員のご案内 / ご入会いただきありがとうございます

セーフティサポート株式会社　　　　　浜田市黒川町　　　　　　保険業

（敬称略）

ふれっしゅ島根株式会社　　　　　　　浜田市長沢町　　　　　　小売業　

大崎園芸　　　　　　　　　　　　　　浜田市内田町　　　　　　小売業　

ＢＢＱえにし　　　　　　　　　　　　浜田市殿町　　　　　　　飲食業　
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マ ル 経 資 金 の メ リ ッ ト

マ ル 経 資 金 ( 経 営 改 善 貸 付 )
- 無担保 ・ 無保証人 ・ 小規模事業者経営改善資金 -

① 担保、保証人、信用保証とも一切不要です。　  ② 保証料、手数料とも不要、金利は実質金利です。
③ 借入後の金利変動がない固定金利です。  　　　④ 安心して利用できる国の融資制度です。

運転資金・設備資金　2,000 万円　 　 利率　1.11％ ( 固定金利 )　　返済期間　　
運転資金　最長 7 年

設備資金　最長 10 年

融  資  の  対  象  者

 ① 現在、旧浜田市内で 1 年以上事業を営んでいる方　
 ② 常時使用する従業員が 20 人以下 ( 商業・サービス業 5 人以下 ) の方
 ③ 納税すべき税金 ( 所得税・法人税・事業税・住民税 ) を完納している方
 ④ 従前から浜田商工会議所の経営指導を受けている方　　    ⑤ 日本政策金融公庫の対象事業である方

① 決算書及び確定申告書 (2 期分 ) の控え、最近の試算表　②  所得税・事業税・市県民税・固定資産税の領収書か納税証明書  
③ 設備資金の場合は、見積書　④ 法人企業の場合、会社の謄本、不動産がある場合は、登記簿謄本　  ⑤ 借入金の内訳明細
 

融 資 申 込 に 必 要 な も の

お問い合わせ　浜田商工会議所　中小企業相談所　　TEL：0855-22-3025　

（平成 30 年 5 月 16 日現在）　

（据置 1 年以内を含む）　

（据置 2 年以内を含む）　

　マル経資金は、安心・有利な公的融資制度、小規模事業所の方々の経営の改善に役立てて頂くための国の融資制度です。
　

※運転資金・設備資金は今回の申込金額と利用残高の合計が 1,500 万円を超える場合、事業計画書、報告書が必要となります。

◆ 貰 っ て う れ し い 　 使 っ て 便 利 な 　 「 浜 田 市 共 通 商 品 券 」 ◆

入学説明会・相談会（浜田会場）
日時 　　7 月 14 日（土）14 時 00 分～ 15 時 30 分
場所　　県立西部社会教育研修センター（いわみ～る内）
問い合わせ　　島根学習センター　TEL　0852-28-5500

放送大学　１０月生募集のお知らせ

　放送大学では、平成３０年度第１０月入学の学生を

募集しています。
　放送大学はテレビ、ラジオ、インターネットを利用
して授業を行う通信制の大学です。
　働きながら学んで大学を卒業したい、学びを楽しみ
たいなど、様々な目的で幅広い世代、職業の方が学ん
でいます。
　心理学・福祉・経済・歴史・文学・自然科学など、
幅広い分野を学べます。
○１５歳以上の方なら、１科目から学習する選科履修
生・科目履修生として入学できます。
○１８歳以上の大学入学資格をお持ちの方なら、学力
試験はなく、全科履修生として入学でき、４年以上在
学して１２４単位以上を修得し、卒業すると、学士（教
養）の学位を取得できます。
○ひとつの分野を体系的に学びたい方には、「放送大
学エキスパート」を実施しています。

出願期間：（第 1 回）8 月 31 日（金）まで　
　　　　　（第 2 回）9 月 20 日（木）まで

資料を無料で差し上げています。
お気軽に放送大学島根学習センター（☎ 0852‐28‐
5500）までご請求下さい。
放送大学ホームページでも受け付けております。
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浜田事業承継サポート窓口を開設しました
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レ
ポ
ー
ト

  　

平
成
三
十
年
五
月
二
十
六
日

(

土)

、
ジ
ョ
イ
プ
ラ
ザ
を
会
場

と
し
、
第
三
回
「
後
継
者
よ
、

頑
張
ろ
う
」
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
山
口

県
長
門
市
を
拠
点
に
水
産
練

製
品
製
造
等
を
展
開
し
て
い
る

フ
ジ
ミ
ツ
株
式
会
社
の
藤
田
雅

史
社
長
よ
り
、
「
こ
れ
か
ら
の

水
産
ビ
ジ
ネ
ス
～
日
本
の
強
み

と
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
～
」
と
題
し
、
基
調
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
非
常
に
勉

強
に
な
る
お
話
ば
か
り
で
し
た

が
、
特
に
印
象
に
残
っ
た
も
の

を
ま
と
め
ま
す
。

　

Ｍ
＆
Ａ
を
進
め
る
の
に
、
親

子
で
交
渉
を
行
っ
た
と
き
の
話

で
、
親
は
「
自
分
が
経
験
し
た

こ
と
が
な
い
も
の
を
自
分
の
子

ど
も
が
行
う
の
は
反
対
す
る
に

決
ま
っ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と

か
ら
、
親
子
間
の
交
渉
は
非
常

に
難
し
い
と
お
話
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
交
渉
を
前
に
進
め

る
た
め
に
「
二
度
交
渉
し
て
ダ

メ
な
ら
三
度
目
は
第
三
者
か
ら

説
得
し
て
も
ら
う
」
と
い
う
方

法
で
、
結
果
的
に
前
に
進
め
ら

れ
た
と
い
う
お
話
も
あ
り
ま
し

た
。

　

青
年
部
の
メ
ン
バ
ー
で
も
、

親
子
間
で
交
渉
す
る
状
況
に
な

る
人
も
い
る
と
思
う
の
で
、
こ

の
よ
う
な
藤
田
社
長
の
経
験
談

は
参
考
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。
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子
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交
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す
る
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す
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渉
テ
ク
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ま
ず
会
長
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よ
り
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今
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に
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ｖ
ｅ 

ｉ
ｔ 

ａ 

Ｔ
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げ
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様
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な
事
業
に
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極

的
に
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て
い
く
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意
と
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Ｂ
Ｂ
大
鍋
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
説
明

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
続

い
て
副
会
長
よ
り
、
今
年
度
の

各
委
員
会
の
担
当
事
業
に
つ
い

て
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

久
保
田
市
長
か
ら
は
、「
青
年

部
の
活
動
に
期
待
し
て
い
る
」

と
い
う
、
励
み
に
な
る
一
言
を

頂
戴
し
、
市
の
若
手
職
員
と
交

流
を
図
る
こ
と
で
官
民
の
関
係

を
密
に
し
て
ほ
し
い
と
、
行
政

か
ら
民
間
に
対
し
て
の
思
い
を

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特

に
商
店
街
の
活
性
化
に
つ
い
て

は
、
是
非
青
年
部
で
音
頭
を
取
っ

て
一
緒
に
盛
り
上
げ
て
ほ
し
い

と
、
ご
自
身
の
お
考
え
を
伺
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ご
列
席
の
皆
様
と
、

Ｂ
Ｂ
大
鍋
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や

浜
田
市
長
と
の
意
見
交
換
の
様
子

五
　
月
　
例
　
会

「
後
継
者
よ
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頑
張
ろ
う
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フ
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ー
ラ
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プ
ラ
ザ

説
得
し
て
も
ら
う
」
と
い
う
方

法
は
今
後
に
活
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せ
る
も
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と
感
じ
ま
し
た
。

　

フ
ジ
ミ
ツ
は
海
外
展
開
も
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
国
に
よ
っ

て
交
渉
の
仕
方
も
変
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
話
は
大
変

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
国
民
性

や
地
域
性
を
正
確
に
理
解
し
、

自
分
の
進
め
た
い
結
論
に
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っ

て
い
く
た
め
に
ど
う
交
渉
し
た

ら
よ
い
か
を
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え
る
こ
と
は
、

海
外
だ
け
で
な
く
国
内
で
も
通

じ
る
お
話
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

藤
田
社
長
は
大
学
卒
業
後
、

自
衛
隊
入
隊
、
ア
メ
リ
カ
留
学

を
ご
経
験
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

当
時
は
あ
ま
り
意
思
が
な
く
、

お
父
様
の
言
わ
れ
る
通
り
に
し

て
い
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
こ

れ
は
私
見
で
す
が
、
藤
田
社
長

は
「
す
べ
て
の
出
来
事
を
前
向

き
に
捉
え
る
こ
と
を
自
然
に
な

さ
れ
て
い
る
」
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
ま
し
た
。
同
じ
状
況
下

で
、
後
ろ
向
き
だ
と
あ
ま
り
よ

い
結
果
は
見
込
め
ま
せ
ん
が
、

前
向
き
で
あ
れ
ば
「
実
行
す
る

た
め
に
は
何
が
必
要
か
」
と
い

う
思
考
に
な
り
、
好
結
果
が
望

め
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
考
え
方
は
、
ビ
ジ
ネ
ス

を
行
う
上
で
大
変
重
要
な
考
え

花
火
大
会
、
開
府
四
〇
〇
年
事

業
の
可
能
性
に
つ
い
て
等
、
活

発
な
意
見
交
換
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
表
敬
訪
問
は
、
今
後

の
我
々
の
活
動
に
と
っ
て
大
変

有
意
義
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

私
も
、
浜
田
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー

と
し
て
ご
期
待
に
少
し
で
も
応

え
ら
れ
る
よ
う
、
日
々
全
力
で

事
業
に
邁
進
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
す

が
、
ご
多
忙
の
中
、
お
時
間
を

頂
き
ま
し
た
久
保
田
市
長
、
市

役
所
職
員
の
皆
様
に
深
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

（
総
務
委
員
会

　
　
　
　

副
会
長　

尾
村　

充
）

方
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
で
き
な

い
理
由
を
探
す
の
で
は
な
く
、

「
ど
う
し
た
ら
で
き
る
の
か
」

と
い
う
姿
勢
で
取
り
組
む
こ
と

が
好
結
果
を
生
む
方
法
だ
と
思

い
ま
し
た
。
今
後
の
自
分
の
取

組
み
で
意
識
し
て
い
き
た
い
で

す
。

　

講
演
会
終
了
後
は
懇
親
会
が

行
わ
れ
、
多
く
の
参
加
者
の
皆

様
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
に
あ
た
り
準

備
を
進
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　

　

（
交
流
委
員
会

　
　

副
委
員
長　

白
根　

慎
介
）

　



(6)浜田商工会議所だより第363号 平成30年6月15日（発行定日15日）

浜 田 市 景 況 レ ポ ー ト （ 平 成 ３ ０ 年 ３ 月 号 　 N o . １ １ ９ ） 提 供 ： 日 本 海 信 用 金 庫

概　　　況
１．雇用状況
　浜田管内における月間有効求人倍率（パートを含む）は、
平成30年１月が1.71倍、２月が1.69倍、3月が1.59倍で推移
し、３ヶ月間（１月～ 3月）の対前年同期比較でみると、
前年の1.51倍に対し、今年は1.66倍と上昇している。

２．漁業水揚高状況
　平成30年１月～３月の漁業水揚高は、数量が6,624ｔ、
金額は1,518百万円となっており、前年同期と比較し、数
量は6.9％の増加、金額は4.1％の減少となっている。
　また、漁業種別水揚金額の増減では、沖合底曳が9.6％
の減少、巾着は6.2％の減少等となっている。

３．新設住宅着工戸数
　浜田市、江津市、益田市の3市における平成29年12月～
平成30年２月の新設住宅着工戸数は、合計50戸となってお
り、前年同期と比較し58戸減少している。浜田市において
は20戸の減少である。

４．島根県信用保証協会保証承諾状況
　島根県信用保証協会浜田支店における平成30年１月～３
月の保証承諾は、86件の1,458百万円となっており、前年
同期と比較し件数は63件の減少、金額は931百万円の減少
となっている。

５．瓦の生産・出荷状況
　石州瓦工業組合の調査によると、平成30年１月～３月の
瓦の生産枚数は、6,052千枚で前年同期比35.2％の減少、出
荷枚数は6,190千枚で同28.9%の減少となっている。

６．公共工事請負契約状況
　浜田地区における平成30年１月～３月の公共工事請負金
額は、4,705百万円となっており、前年同期と比較し15.3％
の減少、益田地区は2,704百万円で同14.6％の増加となって
いる。

平成30年3月の月間有効求人倍率、（　）内は平成29年3月

（参考　資料出所　島根労働局職業安定部）

全　県 松江管内 出雲管内 大田管内 益田管内 浜田管内

1.68 1.70 1.69 1.56 2.02 1.59

（1.56） （1.60） （1.63） （1.25） （1.78） （1.47）

平成29年12月～ 30年2月（　）内は前年同期

（参考　資料出所　島根県建築住宅課）

全県 松江・出雲 大田市 益田市 江津市 浜田市

572 436 26 15 13 22

（653） （454） （13） （30） （36） （42）

⑴　水揚高（ｔ）

⑵　水揚金額（百万円）

単位：百万円

（参考　資料出所　JFしまね浜田支所） （参考　資料出所　西日本建設業保証㈱島根支店）

28年
７月～
９月

29年
７月～
９月

対前年
同期増減比
（％）

30年
７月～
９月

対前年
同期増減比
（％）

沖合底曳網 1,122 1,053 ▲6.1 1,050 ▲0.3

機船巾着網 5,276 5,034 ▲4.6 5,312 5.5

い か 釣 378 2 ▲99.5 120 5900.0

定 置 網 27 16 ▲40.7 58 262.5

一 本 釣 39 24 ▲38.5 26 8.3

そ の 他 6 10 66.7 30 200.0

陸 送 52 59 13.5 29 ▲50.8

合 計 6,898 6,198 ▲10.1 6,624 6.9

28年
７月～
９月

29年
７月～
９月

対前年
同期増減比
（％）

30年
７月～
９月

対前年
同期増減比
（％）

沖合底曳網 563 508 ▲9.8 459 ▲9.6

機船巾着網 654 882 34.9 827 ▲6.2

い か 釣 173 1 ▲99.4 67 6600.0

定 置 網 6 8 33.3 4 　▲50.0

一 本 釣 31 21 ▲32.3 26 23.8

そ の 他 4 6 50.0 11 　83.3

陸 送 174 158 ▲9.2 124 ▲21.5

合 計 1,606 1,583 ▲1.4 1,518 ▲4.1

単位：件、百万円

（参考　資料出所　島根県信用保証協会）

平成29年１月～３月 平成30年１月～３月 増　　　減
件数 金額 件数 金額 件数 金額

支店別
浜田支店 149 2,389 86 1,458 △63 △931
益田支店 96 1,500 49 434 △47 △1,066
地区別
浜 田 市 96 1,653 57 975 △39 △678
江 津 市 40 526 23 280 △17 △246
益 田 市 73 1,091 38 283 △35 △808
島根県計 736 11,337 371 5,188 △365 △6,149

平成29年
１月～３月

平成30年
１月～３月

対前年
同期増減比（％）

浜 田 地 区 5,556 4,705 ▲15.3
益 田 地 区 2,359 2,704 14.6
津和野地区 1,734 1,140 ▲34.3
川 本 地 区 1,962 2,222 13.3
島根県合計 34,359 22,596 ▲34.2
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浜 田 の 石 見 神 楽 検 定 　 受 験 者 募 集 ！
～ 上 級 コ ー ス 新 設 ～
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